
【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度の公表センターページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】
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利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく
過ごせている
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）
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2. 利用者の２/３くらいが
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1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

65

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

1. 大いに増えている

2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

66

1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての職員が

1. ほぼ全ての家族と

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての利用者が 運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

4. ほとんどいない 4. 全くいない

4. ほとんどない 4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）
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1. 毎日ある 1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

2. 数日に1回程度

3. たまにある 3. たまに

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどできていない
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訪問調査日 平成25年12月10日

当事業所は市郊外の閑静な住宅街に立地している。近隣には公園や病院があり生活環境に恵まれて
いる。建物は民家改造型で、リビングを中心に各室日当たりが良く、明るく家庭的な雰囲気である。定員
6人で一人ひとりに細かな配慮が行き届く体制となっている。法人は関連福祉事業を経営しており、研修
や人事等で協力関係が期待できる。職員は各種勉強会に参加して日々研鑽しサービスの質の向上に
努めている。利用者はラジオ体操やリハビリ体操、散歩を行い、筋力低下を防ぎ、残存能力の維持向上
をはかっている。花見など季節に合わせてのドライブ旅行や外出で気分転換をはかり生活の活性化に
努めている。運営推進会議は地域包括支援センター職員、町内会役員、消防署員、家族が参加して2カ
月毎に開催している。事業所運営、行事、災害対策、サービス状況等について話し合い、討議内容は運
営に反映させている。家族全員に参加案内し議事録を送付している。医療については、提携医による月
2回の往診と看護師の配置で日常健康管理を行い、緊急時にはいつでも連絡がとれる体制にある。看
取りについては、家族の希望や状況に応じて医療連携をとりながら行えるよう体制を整えている。地域と
は町内会行事に参加する中で人々と親しく交流し、地域に溶け込んで生活している。理念である「明る
い笑顔と活気あふれる生活」を実現している。

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

1. ほぼ全ての利用者の

所在地 札幌市中央区南6条西11丁目1284番地4　高砂サニーハイツ401号

平成25年10月31日 評価結果市町村受理日 平成26年1月6日

基本情報リンク先URL
http://www.kaigokensaku.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_2012_022_kani=tr

ue&JigyosyoCd=0170502074-00&PrefCd=01&VersionCd=022

Ｍｙほ～む愛華夢

所在地 札幌市清田区里塚１条２丁目１２番１１号

自己評価作成日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

評価機関名 特定非営利活動法人　福祉サービス評価機構Ｋネット

　（別紙４-１） ＮＰＯ法人　福祉サービス評価機構Ｋネット

自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 0170502074 ほ～むの運営理念である「私たちのほ～むに関わる全ての人々の明るい笑顔と活気あ
る生活です」を目標に入居者様だけではなく、ご家族様、地域住民の皆様、職員が協力
し、よりよい支援ができるようチームケアに取り組んでおります。
また、毎月、認知症やコミニュケーション、介護技術など、各入居者様に最適なケアを行
えるよう、勉強会を開催しております。
筋力低下を防ぐため、毎日ラジオ体操、リハビリ体操、散歩を行って頂いております。誤
嚥の予防として毎食前に嚥下体操を行なって頂いております。家庭的な雰囲気の中で
ゆったりと安心した暮らしができるようサポートし、季節行事や、地域の皆様と交流でき
るようイベントに参加して頂き楽しみをもち気分転換を図って頂いております。

法人名 有限会社　エーアステス

事業所名



ＮＰＯ法人　福祉サービス評価機構Ｋネット

次のステップに向けて期待したい内容

運営推進会議は定例に開催し、地域包括
支援センター職員、消防署員、地域代表、
民生委員、家族が参加し、行事、運営、災
害対策等について話し合い、サービス向
上に努めている。議事録は行政や家族に
送付している。



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容

日頃から会話を大切にし、その方の希望や意
向に沿えるよう日々、努めている。毎月カン
ファレンスの際に検討しご本人本位のプラン
作成に努めている。



次のステップに向けて期待したい内容

災害時に於ける避難場所は、町内会館や近隣小学校が
約束されている。家族に報告しているが、より解りやすく
認識できるように、避難場所のマップを事業所内に掲示
することを検討しているので期待したい。

個々の人格を尊重し、職員は言葉かけや
動作に配慮している。個人情報記載の書
類の保管や取扱いに注意している。

終末期の対応については早期に家族や
本人の意向を聞き、「文書」により確認し
ている。状況が変化した場合は家族、医
師、看護師、職員が情報・方針を共有し、
適切に対応できるように支援している。

年2回消防署立会いの下避難訓練を実施
している。地域住民の避難訓練参加の協
力がある。電気器具の点検をするなど地
域消防署と連携をとりながら防災に努め
ている。スプリンクラーが設置されている。



次のステップに向けて期待したい内容

日課としてラジオ体操や様々な体操、散歩を
して頂いている。食事、水分摂取量を記録し
ている。排便の有無を確認し、便秘薬の調整
を行っている。

食事の調理や準備をする事で食事を楽しみ
になるように支援している。また、後片付けや
米とぎ、食器拭き等もして頂いている。



次のステップに向けて期待したい内容

共有部分に限りがあるが、ソファーや食席な
ど思い思い過ごせるよう配慮している。


